
 

                                           

1 

インターバンクの声 （2017 年 4 月 13 日） 
 

5 ヵ月ぶりに 110 円を割り込んだドル円だが、109 円台での滞空時間は丸一日と数

時間しか持たず、簡単に 108 円台まで円高が進んだ。 

シリアや北朝鮮をめぐる地政学的リスクへの警戒感が強いことが根底になっているが、

トランプ米大統領が米紙ウォ―ル・ストリート・ジャーナルのインタビューで、ドルが強

くなり過ぎており、いずれドル高が米経済に打撃を与えるとの考えを示したとあって

はドルを売るしかない。 

モスクワで開かれていたティラーソン米国務長官とロシアのラブロフ外相によるシリア

問題や対テロ戦での会談で歩み寄りが見られたとして、一時は 109円 80銭台までド

ルが買い戻されていただけに、トランプ大統領のドルが強過ぎるとの発言はドルの売

り戻しへの強い衝撃となった。 

ただ、トランプ大統領がドル高に不満を持っているのではとの懸念は市場が以前か

ら抱いていたことでもあり、やはり足元では米国の北朝鮮に対する行動の有無や仏

大統領選挙の第１回投票などといった政治材料を注視することが大事だ。 
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